
第 1号議案

書式第 12号 (法第 28条関係 )

2018年度(平成 30年度)事業報告書 GD
2018年 (平成 30年)4月 1日～2019年 (平成 31年)3月 31日まで

認定NPO去人 富士山測候所を活用する会

1事業の概況

本年の山頂での夏季観測に於いては、開所後 (7/6)、 閉所前(8/25)の悪天候にもめげ去 7月 1日より62日間

に29プロジェクト、延べ人員 415名の参加を得て無事終了できた。しかしながら、架空送電線下の土砂堆積により、

その撤去費用がNPOの財政負担に重くのしかかつて大幅な経常外損失を出すに至つた。

事業運営を支える資金については、調査研究事業を受託したほか、2団体から助成金を獲得すること力睫きた。しかし

ながら、前述した経常外損失を埋めるには足らず、急遠会員の方に寄附をお願いし、約 1,360千円の浄財が集まつた。

これにより本年度は赤字決算を免れたが、次年度は厳しい状況である。

これら綱渡り状態から脱却すべく、本法人の定款変更を行い、現状の富士山測候所を活用した総合運用事業に、新

たに富士山環境研究センター運用事業を加えた2大収益事業を柱とした体制を2019年 1月 5日に発足した。そ

の主要な目的は自ら調査研究活動をおこない、文部科学省の科研費の獲得や、企業・団体からの調査研究の受託

を積極的に行うことにある。文部科学省への科研費申請機関としての申請は、現在鋭意進めてしる。

また、本年より太郎坊を本会の観測基地の一つとして利用料金を設定し、自主事業収益の増加を図った。太郎坊は

これまでも、特定の研究グループの観測点として利用されていたが、富士山中腹の、通年利用可能なサイトとして広く

活用することが目的である。既に山梨大後藤聡准教授グループの大型プロジェクト (宇宙線ミュオンを用いた富士山山

体透視技術の実証実験)を開始している。富士山の地下水の挙動を長期的に監視し水蒸気爆発に対する予兆を

検出するなどの研究効果が期待できる他、利用料収入を得ることができた。

(1)総合的運用事業

1… 1インフラ関係

0 2018年 9月 11日から2023年 9月 10日までの第4期借受契約を東京管区気象台との間で締結した。

● ①前年 6月の定期点検で発見された送電線埋設区間の馬の背ハット石積の一部崩落について、山頂班に修

理を依頼した。②#70～#71号柱間架空送電線下の大量土砂堆積 (2016年度に続き2度目)があり、関

電工に撤去工事を依頼した。③台風 25号による倒木のため停電が発生、関電工により応急復旧した。

● 御殿場基地事務所は東名御殿場インター付近に確保し、東名高速道路からのアクセス利便性が向上した。

1¨2学術的・科学的事業

0 2018年夏期観測は 7/1-8/31ま で過去最多の29事業に延べ415名 (対前年比 10シ諄曽)が参加して

実施された。

● 研究内容からみると、従来の糸出続研究に加えて、新たな研究として、①太郎坊にて新たに宇宙線ミュオンを用いた

富士山山体透視実証実験 (山梨大)、 ②ドローンにセンサー・測定装置を搭載して鉛直大気観測(早稲田

大・大河内 q/東京理科大・三浦 G/0グリーンカレー)、 ③風力主体ハイメルド発電機の実証実験 (産業技

術大学院大・桐原G)、 ④高所脳浮腫の解明につなιりるべく登山中の血圧測定 (自治医科大・金沢 G)、 ⑤

高感度で遠距離でも通信可能な広域ネットワーク技術の実証実験 (ソニー荒島 G)、 ⑥高山病を集中治療の

観点から酸素需要と供給の関係ととらえ各種データを測定 (大阪大付属病院・清水 G)、 などを実施した。

● 従来借用して設置していた複合気象測器をNPOとして新規購入し、使用を開始した。併せて、庁舎内でリアルタ

イムでタモづ及データを手巴」屋できるように:致善した。

● 従来東西 2方向を撮影していた2台のライブカメラを3台に増やし、東、南、西 3方向の画像配信を可能とし
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た。

1‐3環境教育事業

0 教育的観点から学生の自主的プロジェクトを対象に公募している。2018年度学生公募で①遠藤周・東京大学

院生が、通信機能付き簡易モニタリング機器の実証実験の後、引き続き越冬での試験を実施。②三木健司・京

都大学院生が富士山頂における花粉観測による生物粒子の成層圏への輸送の研究を行ない、広く注目を浴び

た。③伊藤有羽・プリティッシュコロンビア大生が高高度発光現象の多点観測及び大気光変動との関係の研究を

イテなつた。

● 「富士山から地球環境問題の最先端を発信する」((―財)WNI気象文化創造センターより「気象文化大

賞」を受賞)。 2本の山頂からのレクチャー動画を作成・配信した。

(2)富士山環境研究センター事業

● 富士山噴火予知のためのS02通年観測システム構築に関する研究 ((―財)新技術振興渡辺記念会よりの

受託調査研究)。

(3)国際及び国内シンポジウム等開催事業

0 2007年アル・ゴア氏と共にノーベル平和賞を授与された IPCCメンバーの 1人でもあるラス・シュネル博士

(NOⅣヽ全球大気モニタリング部 副部長)の講演会(2018/10/26)を東京理科大大気科学研究部門主

催。NPO共催にて実施。学生を含む60数名力門穂請した。

● 第 12回成果報告会 (2019/3/17)を 主催 (東京理科大学大気科学研究部門共催)した。

● 第 3回成果報告会 (2019/3/29、 東京理科大学大気科学研究部門主催)を後援した。

(4)情報発信等広報事業

● 富士山測候所の歴史を調べる会 (仮称)について、佐藤監事と土器屋理事を窓口として調査グループを立上

げ、随時会合等行うとともに、資料の整理・HP上での公開を進めている。

● 自然災害や雷と富士山測候所との関わりを中心に、鴨川理事による 5回の請演を実施した。 (大阪市、横浜

市、裾野市など)

0 (公財)中部科学技術センター主催第 2回キャタリストフォーラムにおいて、古田理事が講演「富士山頂の自然に

学′3こ里科実験の工夫」を実施。 (12/22、 津市)

O NHKラジオの全国放送番組「旅ラジ」に土器屋理事が出演し、富士山測候所の紹介を行つた。 (9/11、 富士

宮市)

● 大規模環境イベント「エコプロ 2018」 において、日本郵便株式会社「年賀寄附金配分事業」の事例を代表して、

本会の活動を紹介した。 (兼保理事、12/6-8、 東京ビッグサイト)

(5)その他の事業

● 書籍販売

O NPO等活動支援プラットフォームgooddoによる広告協賛収入

，

´



第 1号議案

2事業の実施に関する事項

1 特定非営利活動に係る事業

事業名

(定瓢
=面

し
解 菊

具椰嘉署椰溶

当築目り

(A)実施日時

(B)実艶闘所

(C〕)1111:事i目の数

(D)受益対象
者の国囲

(D奥散

収支計算書
の事業資の金
額

(串L.■D

ア.開所に向けた設営事前準備と事前ミーテイ
ングの実施

(1)「現状変更申請」′「自衛隊立入許可証」′
「マイカー規制確認証」などにつき関係諸官庁への
必要な許可申請手続きを行つた。

A.インフラの構築と整備

(A)4/1～6/30

(B)事務局/研究者

(C)20名

(D)研究者等

(E)延 415名

(D)一般研究

者・学生等

(E)30名

(2)夏期観測関係者による事前ミーティングを開催
し、安全ルール等について徹底をはかつた。

(A)げ3

(B)東京理科大学

(C)5名
(D)一般研究

者・学生及び

会員等

(E)延 415名

イ.開所期間中の利用者の安全。円滑なロジス
ティックス、登山ノ下山の支援

(1)「登山計画書」をもとに①登下山の個人別日程
管理表②カレ日程表の管理資料作成システムを運
用し、62日間・延べ415人の登下山のオペレーショ
ンを円滑に実施した。

(2)御殿場基地事務所として二の同地区に民間ア
パートを短期借上げし、研究者/山頂班に供し有効
活用した。

(A)7/1～ 8/31

(3)富士山頂 (富士

山測候所 )、 御殿場

基地(御殿場市)、 事

務局(東京都 )

(C)50名

(A)9/1-10/31
(B)事務局/研究者

(C)20名

(D)研究者等

(E)約 20名
ウ.夏期観測終了後の報告と反省会の実施

(1)「現状変更終了報告」を関係諸官庁(気象庁′
静岡県教育委)へ行つた。

(D)一般研究

者・学生等

(E)20名

(2)夏期観測参加関係者による反省会を実施し、

次年度の観測研究に備えた。
(A)11/17
(B)東京理科大学

(C)5名

10′465

(D)一般研究

者・学生及び

会員等

(E)延 415名

工.インフラ(ブル道・建屋。電源等)の整備

(1)ブル道
馬の背ブル道の損傷状況を勘案し、砂入れ補修
を1回実施した。

(2)建物
山頂庁舎の老朽化対策として庁舎外壁継目のシ
ーリングを行つたほか、台風メこより傷んだ板口いの補
修をおこなつた(2018年度年賀寄付金配分事業
による)。

(3)電源
送電線定期点検により発見された 70号柱-71
号柱間の土砂堆積 (2016年に続き2度目)に
ついて、関電工による除去工事を実施した。
馬の背ノし卜石積崩れにつして、山頂班により積直
し等補修を行つた。

10/1倒木停電が発生し、関電工による緊急復
旧処理を行つた。

(A)71～ 8/31

(3)富士山頂 (富 士

山測候所 )

(C)50名

(A)7/1～ 8/31

(B)富士山頂(富 士

山測候所)

(C)20名

(A)77～ 5/12

(B)架空送電線

(C)60名
(A)8/9～ 8/12

(B)馬の背ハット

(C)15名

(D)研究者・

学 生 等 (公
募により選抜 )

(E)延 415名

8′932
(A)7/1～ 8/31

(一部通年観測 )

(B)富士山測候所

(C)延 415名

(1)総合的
運用事業

B.科学的・学術的事業
ア.観測研究の実施支援

(1)過去最多となる29事業 (継続 21、 新規
8)に延 415名が参加して実施;された。

(2)①通年観測が定着、②火山噴火に関わる研
究の定着、③高所医学では複数プロジェクトで参
加人数も大幅に増加、④外国人や学生の新規
参加、などが本年度の特徴。

●
０
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事業名

(自購薔誡L
層舅り

具椰嘉調即溶

当開課り
iAF説日時
(BF説場所
(CI〕)111目:噴|の数

o受益対象
書開□
(E)麟

収支計算書
の事業日の金
額

(ヨヒ刊

(3)助成事業では「地球環境観測拠点としての富
士山測候所の自立電源による越冬稼働のための

事業」(年賀寄附金配分事業 )、「富士山から地

球環境問題の最先端を発信する」(WNI希少文

化創造センター「希少文化大賞」助成 )を実施し
た。

イ.研究速報の発表
夏期観測終了後には参加者に速報の提出をいた
だき、HP上に公開した。

(A)9/1～
(B)大学等

(C)延 20名

(D)会員・―

般

(E)不特定多

数

ウ.共用デ…夕取得の充実

(1)複合気象測器をNPOとして新規購入し、使
用を開始した。イ丼せて、庁舎内でリアルタイムで気
象データを把握できるように改善した。

(2)従来東西 2方向を撮影していた2台のライ
ブカメラを3台に増やし、東、南、西 3方向の画像
酉己イ言を司有ヒとした。またより高画質のカメラのテスト
を開始した。

(A)7/1へ′8/31

(B)富士山測候所

(C)5名

(D)会 員・―

般

(E)不特定多

数

工.大気科学専門家によるレクラヤー動画の作
成
環境科学レクチャー動画のコンテンツとして従来の
01-05に加え06「エアロゾル粒子を連1院採取。化
学組成、粒径、形状を知る」 (東理大・森会
員)、 07「富士山頂における窒素酸化物の計測」
(帝京化学大・和田理事)の 2講座を制作し、

公開した。(2018WNI気象文化創造センター「気
象文化大賞」助成事業)

(A)8/5～ 8/20

(B)富士山測候所

(C)延 6名

(D)学生・一

般

(E)不特定多

数

C.環境教育事業
ア.学生公募の実施
教育的観点力6 NPO財源により学生による自主
的事業を対象とした公募で選ばれた3名 (京大・

三木健司、東大・遠藤周、カ ティッシュ∃ロンビア
大・伊藤有羽)が夏期観測に参加した。

(A)7/1～8/31

(B)富士山測候所

(C)5名

(D)学生

(E)3名

195

(2)富 士 山

環境研究セ
ンター事業

ア.調査研究受話事業
昨年度に引き続き、「富士山噴火予知のための

S02通年観測システム構築に関する研究」(新技

術振興渡辺記念会受託事業)を実施した。

811

′
４
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事業名

(自鮨薔課L
た感謝D

卿樹い弱岬溶

当開剛り

(A)勤鬱時
(B〕妻艶場所
(c)lngttFF譴目

“

D数

(D)受益対象
者菌日

(E)人数

収支計算書
σ爾目り金
額

0当日F円)

(3)国際・国
内シンポジウ
ム等開催事
業

ア. ラス・シユネル博士情演会の実施
東京理科大学総合研究院大気科学研究部門
主催、本会共催で実施。60数名が参加した。

(A)3/29
(B)東京理科大学

(C)15名

(D)会員・一

般

(E)60数名

78

イ.第 12回成果報告会の実施
第 12回成果報告会を森戸記念館で開催した。
76名が参加し、38件の発表(口頭発表 15件′
ポスター発表 23件 )。

(A)3/17
(B)東京理科大学

(C)45名

(D)会員・一

般

(E)76名

ウ.東京理科大学総合研究院大気科学研究
部門主催第 3回成果報告の後援
東京理科大学同部門主催第 3回成果報告会を
後援した。

(A)3/29
(B)東京理科大学

(C)10名

(D)会員・―

般

(E)50名

(4)出版・

情報発信等
広報事業

ア.HPによる情報発信

(1)データのリアルタイム公開を大幅に充実させ、こ
れまでの二酸化硫黄(S02)に加えて、一酸化炭素

(CO)やオゾン (03)や、雷の指標となる大気電場
などのリアルタイム公開を新たに開始した.また、従
来東西 2方向の画像を提・供していたライブカメラも
東南西 3方向に拡大した。

(A)7/1～ 8/31

(B)富士山測候所

(C)延 50名

(D)会 員・―

般

(E)不特定多

数

47

(2)インスタグラムでの写真投稿を継続し夏
期間中、HPから連日、山頂班が早朝に撮影した
山頂の貴重な画像を継続発信した。

(3)プログを継続し、情報の補完を行つた。

(A)〃 1～

(B)事務局/

山頂班

(C)延 10名

(D)会員・―

般

(E)不特定多

数

(4)野中勝氏 (野中到の孫)の協力を得て、野
中到・千代子に関する歴史的にも貴重な資料を整
備する事業を継続中。HPの『野中到・千代子資
料館』の充実を引続き行つた.

(A)11/1～ 3/31

(B)事務局ほか

(C)延 10名

(D)不特定

多数/会員

(E)不特定多

数

イ.書籍、新聞、放送等による情報発信
NHKラジオの全国放送番組「旅ラジ」に土器屋理

事が出演し、富士山測候所の紹介を行つた。

(A)9/11
(B)富士宮市

(C)1名

(D)会員・―

般

(E)不特定多

数

ウ.会報誌、バンフレット等出版物

(1)会報「芙蓉の新風」Vol.13を発行した。

(2)バンフレット改訂版を発行した。また、要覧を数

回にわたつて改言丁した。

(A)1/1
(B)事務局

(C)5名

(D)会員・―

般

(E)不特定多

数

工.講爾τπ冠ワ1等

請演 (鴨川理事 ,雷、防災 ,5回 )

講演 (古田理事 :教材開発)

プレゼン (兼保理事 ;環境イベント「工∃プロ
2018」 )

(A)4/1～ 3/31

(B)各地

(C)延 8名

(D)一般

(E)不特定多

数

に
０
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(2 その他の事業

事業名

椰臓錮 れ 1膚殉
員閣城鋼撃内容

当曜日b
(A)封口時

(B)封醐所

0徳靖 の
数

(D)曇翻劇象
者関日

(D人数

蠣日錯凱序
襲肇鴻顔

(岸馳調D
0.5(■)書籍販売 よみがえる富士山測候所 １

一

(2)関連グッズの
販売

無し

(3)その他 広告協賛収入(goOdd。 ) 3.9

＾
０



第 1号議案

決 算 報 告 書

第 14期

自 平成30年 4月 1日

至 平成31年 3月 31日

(特非)富士山測候所を活用する会

ウ

‘



第 1号議案

4号 28条関係 )

平成 30年度  活動計諄●

平成 30年 4月 1日から 平成 31年 3月 31日まで

特定非営利活動法人 富士山測輌

"た
活用する会

和 目
,7手 賞椰1晶 D:こ

その他の事業 合 計

I 経常収菫
1 ■取会■

正全員受取会■
贅助全 員受取会ロ
学生会員受取会ロ
受取寄

"金受取寄「付金
便 途特定寄

"金曼取助蔵奎辱
受取補助奎
助晟金

事業収益
総合●菫収益

自圭,ま収益
科学争術的収

=

2

3

4

環境菫青,妻収益
5富士山鳳場研究センター事業収益

曼託●彙収益
n査研究助成金

_補 助金 (ヽ研費 )

6国内・日朦シンボシウム収益
7モ 0に収益

曼取判息
その他

経常収奎計
肛 経常口用

1 ,彙責

`・榔 電臓
(●2月日●●噸

"0い0●鳳 口,…
(2)1'■,●1:011'実 t,,― ‐

`2■

,",“,1■■●
て、oa刻 ●

“

,人,,ネット,―ク

“
0,,メカ ム●0●拿菫

“

泄11■ ■,:,1■111●,日,1●

gLttP,3ml●
2 管理賣

`1)人

件ロ
役員報酬
僣劇 手当
退勁ロ
差定相利員
雑綸与
人件■計

(2)そのに経費

謝金
通信ロ
遇■■
水菫光熱ロ
旅費交通費
会■■
地代睾■
●鵬用消耗品●
■品消耗品
印刷ロ
租税公

"凛映N
支払手数料
議会,
雑■
配分管理ヨ
そ0他経■

“
管理員計

経常■月計
当

"経
常■

=諷11 燿常外収薔
修嬌櫃ユ醐 益

経常外収さ]Ⅳ饉常
1量曇霙ョ当額 __齢
 |プ

|,75∝Ю
60■∞0
∞ ●Ю

0
0
0 1.937.(Xメ )

l.838.159

4339.000

,1.176.560

2(:X)[|(κ l,

0

8_966

t.478.35,

360())0

43,9〔Ю0

22.838054
3.6,8.501

0
0
0

.∞0 .0〕,

0
0

0
0
0

4.S(),

0
0

■_4,7
41 1.457 41.5,0.88`

16.655.345

3.0'1.6● 6
1953,4 26.782.0[S

2.254.852
(1

78.088
16.5,()

0

”

“

”

“

78038

23.[`2.441

0
2.181.(1メ )

'60.:12,OS.480
3.161.(X)0

03492 7.103● 92

12● 21
333.l,4

,

106.062
359.550
20.441

1.661 1,5

247.411
107'6
lS.ISl

5,.3,)
25.(X】 〕

21.“:ゆ

5.αЮ
l10.43

0
2.997.310 2.99,.310

10. 10!05.002
38」 38、268.24'
3.327.181

1_(XЮ {XЮ

4.1,, 3.331.638

2_αX).(Ю 0
2.0∞ .000

3.915コ (",

1,α).α X)

5.135260 S_:3,コ

`)101.921

1,(α )0

4.45,
|

19o,78
120`XX〕

1.4,7
76● 78 “

●5,
76コ 78

65'2.7,5
6_(Kl,_173

０

レ



第 1号議案

書式第 15号 (法第 28条関係 )

平成 30:年度 貸僣対照表

平成 31年 3月 31日現在

特定非営利活動法人 富士山測候所を活用する会

(単位 :円 )

澤斗 目 金 額

1 資産の部

1 流動資産

現金預金

未収金

その他流動員産

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

構築物

機械及び装置

什器備品

減価償却累計額

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

保証金

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

前受金

預蛤

未払い消費税

納税充当金

流 勤 負 債 合 計

2 固定負債

修繕積立金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

■ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

2.254,480

2.867,193

0

5,121,673

5,73■ 207

0

380 333

6.119,540

3,432,()40

1 2(X) 000

11 41 213

4,632,040

609,173

4,200,000

1.895,000

3,807,944

△ 4,163.737

0

150,333

230,000

1、 848,000

1,400.000

“

,040

0

120,000

1.200,000

6.532,795

76、378

ll、 241,213

（
０



第 1号議案

■式第 16号 (法第 28条 関係 ,

平成 30年度  計算書類の注記
特定非営利活動法人

=士
山ヨ候所を活用する会

1.重要な会計方針

計算●類の作成は.一般会針基準  によっています。
、コ 初卸員産の評価基準及び評価方法 無し
。)固定資産の減価償却の方法: 定額法によつています.

`じ

1弓 1当金の計上」蜃準
・ 退職給付引当金
・ 修繕晨立金は収支状況に基づま 任意に引き当てをする。

‐ HE殴の提●場手の物的サービスを受けた場
`卜

の金
=十

夕ι理‐ 無し
6)消費税等の会計処理は、内税方拭によつています。

2.事業別損益の状況

科 曰
総合通用

=菫

富士山環境

●:究センター
ボジウム●田僣甲

出版 、情 報 発

櫂 奎 o法撼 菫
その他の事業 事葉卸円8+ 管理都円

`著

g十

I 経常収益
:.受取会買
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.賛助金
S 事業収益

6.その他収益

経常収益針

■ 経常費用
い,人件■

労務委託ロ

御殿場基地人件質

傷書保険料

事務局人件員
人件員 計

P,事業員
総合運用事業員

受託事業原価

研究費

通

"員通信費

外注委託贅

印用製ホロ

修繕ロ
し尿処理員

送電線等保全ロ

水道光熱員

貫僣料

旅口交通費

減価償却費
そ̈ 諸事業員

ヽ学的・サ術的
`菫

ロ

■■致青:●乗員

事業員 計
●)管理興

訥金

通信員

旅費交通費

荷造!撻負

水道光熱費

事務所家員
会議員
事務用消耗品費

備昴消耗品員

印刷費

損瑯 料

租税公鰈
諸会費

支払手数料

滅輌籠卸員
雑買

配分曹理費

管理■ 計
経常口用計

当期経常増濾額

l.478.359

4.339.000

31.■ ,6.S6{)

360.∝ゆ

2.000.000

4● 57

0
1.838.359

4.330.0010

0

33.476.560

4.457

1.93,,Oα)

4.509

1,37,αЮ

l,“

“
"4●39、αЮ

0

■,,4,`●

`08."“

37,93,19 2,“0000 4.45フ 39“,1口31,76 1,4:.509 41.599』疇5

5●%.∞ 0

482.0()0

212● 74

1.443.500 6.939,500

482_0(X,

212_474

0 7,108.492

“

939,“

"●2■∞

212.4,4

7.108,492

6.190.■ 74 :_443.500 7.633,974 7.100● 92 1■,742“

“

66

2.iS9.181

86.22'

976.957

573.880

1.5112.(メ 0()

2.853.143

6● 7_327

647.457

476.453

522.248

8.931.696

19S S,4

`06.894

12.896

!71.396

113.S,,

6.569

'3.038

46.59(〕

506,8“

0

2.159.131

99.121

0

217.986

976.957

573.880

1.5■2.000

2.971.740

617.327

6●7.457

483.022

600.336

8."L6%
195.3,4

“

陥
=“●

2,159,181

99.121

0

217,986

9,“957

578.380

1.512,OЮ●

2,9'1,741D

6.|ワ ,1,27

6.17.41s7

483.022

“

Ю

`“8,931`%
195● ,4

19■
'2●

41 811●52 7ょ

“

Ю

“

S" 2o● 28、4'1 ¨

`"●
71

707.406 70フ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

406

22.222

313.194

35,550
0

106.“ 2

1.661,12,

20.446

247,4il

∫1).796

15.ISl

25.α)0

59■50

5.000

21.600

0

110.403
‐707,406

22.222

333,i94

3591,110

0
106.(“ :2

1.661,125

".4“24',411

11).796

15.15:

2S∝Ю

",m

“

∝Ю

21,“

“0
110,“ ,3

●

7●7“晨
"`

70,r“瀾
`

ム

“',9¨
2,997● 10

25.782.:):S 2,62,58
'3.008

46●

"
2印嘔9,31 9■98,96

“

2`B,“ 7

:1● 11.“

“ “

●2,50 ,■0“

“̀ `90
4■:57 l●.788●25 ●.`S6.387 333:,630

11



第 1号議案

4.使途零が制約された冒附金勒 限

使途等用 約

…

附金軸 訳 (正味財産の1晰1滅及び残高の状況)(`以 下の通りです.

当法人の.下記のように使途騰 定された助成金は前受金1,400′ 000円 として負便額計上処理しており、

よつて負■合計額は4′ 632,“0円となります。

3.― 的サービス0贅入の内訳

(単位 :円 )

内容 金額

無 し

したがつて使途薦 約されてし喀い正味財屋 173円です.

5_固定責産の嗜減内嶼

6.僣入金の増|“内訳

(単位 :円 )

フ

科 目 朗首取●●ロ 取得 期末廟得僣額 ■●●コ彙

“

● 用

…有形固定月産

構築物

機械装置

総合運用事業用什器●こ

研究センター用什器備品
管理用什田備品

3+

無形固定資産

投資そ̈ 責産

保肛金

敷金

計
合計

4.200.000

1895000

2861.415

0

109800

,n“,4S

160.αЮ

2,0.000

3,0,000

0

()

433.85,

402.340

0

8",、69'

・
'.66,

,、

“

,

4.2∞ .αX

l."5.0(0

3.295,304

“

2.“0

109.800

9,“)ス

““
0

150333

230.000

コ嘔

“

3

1.235.200

726.973

2.04`,175

6.569

98.820

4,163,3,

0

0

2914.800

1.168.027

1,249.12,

396.27:

〕0.980

S,,3,“ :{07

0

l“.0(Ю

230.0010

柳 ,m
9■5`.245 327●32 コ

"ユ
● ■163′

" `:29."),

(単位 :円 )

(単位 :円 )

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位 :円 )

科 目

計算書類に

計上された

金額

内役員及び

近親者との

取弓|

(活動計籠■)

曼取寄附金

活動計算書計

(責僣対照表)

前受金

賃僣対照表計

1.838.35, 026.,X

1,3835'
`2S,900

■4∞ .αル 0

1“α)OЮ

8 その他特定非営利活動法人の資産.負償及び正味財産0状態並びに正味財産¨ 減の状況を明ら淑こする●収こ必要な事項

・ 事業員と書理員の技分方法

無し

・ そ的 の事業に係る員産0状況

無し

内容 用首残高 期末残高 ●考

渡辺配念金

大咸建設勧蔵金

(Ю.`κЮ

l.∝,∝X)

〕.4∞ .∝Ю合計

料日 期首残8 当日僣入 期末残鳥

自Rし

合計

12

■定方,

当

"減
少額



第 1号議案

書式第 1フ 号 (法第 28条関係 )

平 成 30年度  財 産 目録

平成 31年 3月 31日現在

特定非営利活動法人 富士山測候所を活用する会

(単位 :円 )

料 目 金 額

1資産の部

1 流動資産

現金預金

小口現金

普通預金

みずほ銀行 麹町支店

郵貯銀行

三菱U口 銀行 聾町支店

郵貯銀行/受払口座

定期預金

未収金

事業未収金

会費未収金

その他流動資産

前払金

立替金

流 動 資 産 合 計

2固 定費産

(1)有形固定資産

構築物

機械及喋 置

什器備品

滅価償却累計額

有形固定責産計

(2)無形固定資産

(3)投鶴港鷹
計

保証金:′

嘔の資産針

敷金

~    ~・
「

率ヨ
″ロ

ピ:屡
13ヒ
産
r鷺
庁計

_ 計

肛 負債の部

1流 動員債

未払金

前受金

預り金

未払消費税

納税充当金

流 動 負 債 合 計

2固 定負償

修繕積立金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

192,89,

l,836,156

11,943

83,694

129,フ 88

0 2254480

2,867,193

0

241 13

4 2

“

Ю

2.867,193

0

0

0

4,200,000

1,895.000

3,80フ ,944

△ 4,163,737

5,:21,673

S,739,207

0

380,333

0

150,333

230,000

1.848,000

1,400,000

64.040

0

120,000

6,119,540

3,432,040

1,200,00()

1、200,000

6.609.173

10



書式第 18号 (法第 28条関係)

前事業年度の役員名簿

平成30年 4月 1日 から平成31年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人富士山測候所を活用する会

役職名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間
報酬を受けた

期 間

理 事 浅野 勝己
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 岩坂 泰信
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 井出 里香
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 大河内 博
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 片山 葉子
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 兼保 直樹
平成30年 4月  1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 加藤 俊吾
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 鳴川 仁
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 小林 拓
平成30年4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 櫻井 芳之
平成30年4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 佐々木一哉
平成30年4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 高橋 通子
平成30年4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬な し

理 事 田中 文男
平成30年4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

=整=事=
_平成 30年4月 1日 か ら

==翠 馴毒t
平成 31年 3月 31日 まで

理  事 土器屋由紀子
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 橋本久美子
平成 30‐年4月  1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 畠山 史郎
平成 30‐午4月  1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 春名  薫
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 平井 信行
平成30年 4月  1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 藤井 敏嗣
平成30年 4月  1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 古田 豊
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 堀井 昌子
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 増山  茂
平成30年 4月  1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 三浦雄一郎
平成30年 4月  1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理  事 三浦 和彦
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬な し

理  事 皆巳 幸也
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬な し



理 事 長尾 年恭
平成30年 7月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 渡辺 豊博
平成30年 4月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

理 事 和田 龍一
平成30年 7月 1日 から

平成31年 3月 31日 まで
報酬なし

監 事 佐藤 政博
平成28年 4月  1日 から

平成29年 3月 31日 まで
報酬なし



書式第 19号 (法第28条関係)

社員 の うち10人以上の者 の名簿

平成31年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人富士山測候所を活用する会

氏  名 住 所 又 は 居 所

浅野 勝己

土器屋由紀子

大河内 博

谷垣 禎一

高橋 通子

田中 文男

片山 葉子

平井 信行

兼保 直樹

鳴川 仁

渡辺 豊博

畠山 史郎



第 1号議案

監 査 報 告 書

特定非営利活動法人 富士山測候所を活用する会

理事長  畠山  史郎  殿

定款第 15条第 5項の規定に基づき、第 14期事業年度の計算書類とその付属 明細書の

監査、並びに理事の業務執行状況について監査した結果、次のとおり報告します。

1.監 査の方法及びその内容

理事会及び各種委員会に出席し、会計帳簿その他会計に関する重要な文書を閲覧すると

共に、理事等から職務の業務執行状況等の報告を受け、また、随時説明を求めてきました。

2. 監査の結果

(1)財産目録、貸借対照表、活動計算書は、法人の財産及び収支の状況の全ての重要な

点において適正に表示している。

(2)事業報告書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく表示している。

平成 31年 4月 18日

特定非営利活動法人 富士山測候所を活用する会

監 事  佐藤  政博

14

回




